


























































   １ 計画の意義 --------------------------------------------------   ２ 
   ２ 社会教育計画の構造 ------------------------------------------   ８ 
   ３ 生涯学習振興と社会教育計画 ----------------------------------  20 
 
第２章 社会教育事業計画 
   １ 社会教育事業計画 --------------------------------------------  30 
   ２ 学習プログラム編成の視点と手順 ------------------------------  40 
 
第３章 社会教育の対象の理解と組織化 
   １ 学習者の特性の理解 ------------------------------------------  52 
   ２ 学習集団形成のプロセスと支援 --------------------------------  63 
 
第４章 学習情報提供・学習相談 
   １ 学習情報提供の意義と内容・方法 ------------------------------  72 






   １ 広報の意義と実際 --------------------------------------------  86 
   ２ 広聴の意義と実際 --------------------------------------------  93 
 
第６章 社会教育施設の経営 
   １ これからの社会教育施設の経営の視点 --------------------------  98 
   ２ 社会教育施設の自己点検及び評価 ------------------------------  103 
   ３ 社会教育施設の経営主体 --------------------------------------  105 
 
第７章 社会教育における学習成果の評価と活用 
   １ 学習評価の内容と方法 ----------------------------------------  110 
   ２ 学習成果の評価の意義と活用及び内容・方法 --------------------  116 
 
参考資料 
   教育基本法 ------------------------------------------------------  122 
   社会教育法 ------------------------------------------------------  126 




























































































































































   大目標、中目標、小目標（小項目）、具体的計画を仮設定する。 
手順２．小項目評価指標を設定し、小項目の仮目標を修正する。 
   その１ 次のような観点を参考に、計画の実施結果を小目標の実現度として捉える
小項目評価指標を設定する。評定をも行うのであれば、３段階評定、５段階
評定などを定める。 
      ａ．目標の達成度（目標はどの程度達成できたか。） 
      ｂ．費用対効果（その達成度は投入金額に対して妥当であるか。） 
      ｃ．主要成果事項（計画の実施によって得られた主な成果は何か。） 
      ｄ．主要消失事項（計画の実施によって消えたり、失われたりしたものは何
か。） 
      ｅ．稀少価値判断（消失したり、消失する恐れのあるものの中に存続を図ら
なければならないものがあるか。） 
   その２ 小項目評価指標で評価出来るように、目標の小項目を修正する。 
手順３．中項目評価指標を設定し、中項目の仮目標を修正する。 
   その１ 小項目評価指標をまとめて中項目評価指標を設定する。 
        中項目評価指標の選択条件 
         単純性：わかりやすいこと。 
















         包括性：関連する下位項目がある場合には、それらをすべてカバー出
来ること。 
         測定可能性：当該の項目かあるいは下位項目で、達成度等を調べられ
ること。 
        評価指標例 
         ○○達成度、到達度、充実度など 
         整備状況（定性的評価を行う場合もある。） 
   その２ 中項目評価指標で評価出来るように、目標の中項目を修正する。 
手順４．大項目評価指標を設定し、大項目の仮目標を修正する。 
   その１ 中項目評価指標をまとめて大項目評価指標を設定する。 
       評価指標の選択条件は中項目に同じ。 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































推      進      構      想  


















中  ・  長  期  計  画  ・  年  間  事  業  計  画  






































































































































































日 時： ６月２日（○）～７月14日（○）     会 場： △▽市中央公民館 
 
対 象： 市民一般・防災に関心のある方・自主防災組織の方等 
 
講 師： 下表参照       受講料： 無料     備 考： 参加体験型の学習方法 
 






















































































































































































講 座 名  
目的・ねらい  
 
 1回 2回 3回 4回 5回 
学 習 内 容      
方法・形態      
指 導 者      
会   場      
〈毎回終了後に評価  ↑  ↑  修正・見直し〉 
到 達 目 標      
学 習 効 果      







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   教育委員会事務局の広報活動に「教育委員会報」「社会教育だより」などの広報誌の
刊行がある。また新聞、リーフレットやパンフレットなどの発行も時宜を得たもので
あるならば効果的である。 





























































































 ａ．報道記事型 ｂ．解説型 ｃ．エッセイ型 ｄ．対談型 ｅ．インタビュー型 ｆ．




  ａ．主語と述語の関係を明確にする。 
  ｂ．修飾語を多用せず、生きた文章になるように留意する。 
  ｃ．指示代名詞や接続詞はなるべく使わないようにする。 
  ｄ．無駄な言葉を使わず、適切な語句によって緊密な構文にする。 
  ｅ．文章の書き出しに留意する。 
  ｆ．中止法を使った長文になることに注意する。 
  ｇ．率直な文章で、誇大な表現にならないようにする。 
  ｈ．訴求事項を考えて、記事の主張を明確にする。 
  ｉ．他人の人権を侵害するようなことにならないように注意する。 




  ａ．簡潔で、読むと直ぐに理解できる言葉 
  ｂ．読み手の心に迫る言葉 








  ａ．記事内容に見合ったイラストや写真を使用しているか 
  ｂ．色調、露光やピントが適切なイラストや写真を使用しているか 
  ｃ．画像が大きくて鮮明な写真を使用しているか 
 ⅱ）イラストや写真を広報の「見出し」に使用した場合のポイント 
  ａ．記事内容に適した具体的な「見出し」になっているか 
  ｂ．ユーモアがあって、楽しく、優しくて、さわやかな「見出し」になっているか 
  ｃ．押しつけがましくない「見出し」になっているか 



































































































































































ａ．公民館  ・社会教育法（第20条、第22条） 
       ・公民館の設置及び運営に関する基準（平成15年６月） 
ｂ．図書館  ・図書館法（第２条、第３条） 
       ・公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準（平成13年７月） 
ｃ．博物館  ・博物館法（第２条、第３条） 
       ・公立博物館の設置及び運営上の望ましい基準（平成15年６月） 
ｄ．青少年教育施設  
       ・独立行政法人国立青少年教育振興機構法（第３条、第11条） 
ｅ．女性教育施設 
       ・独立行政法人国立女性教育会館法（第３条、第11条） 
ｆ．都道府県立生涯学習センター 
       ・中央教育審議会答申「生涯学習の基盤整備について」（平成２年１月） 


























































































































































































































施設の区分 公立施設数 指定管理者 施設数比 
公民館・類似施設 18,173館 627館 3.7% 
図  書  館  2,955  54  1.8 
博  物  館  667  93  13.9 
博物館類似施設  3,356  559  16.7 
青少年教育施設  1,320  221  16.7 
女性教育施設  91  14  15.4 























内.委託件数（件）  総件数 
（件） 計（％） 全 部 一 部 
計 655,788 14,048 (2.1) 7,201 6,847 
教 育 委 員 会 164,632  8,611 (5.2) 4,815 3,796 
公  民  館 472,697  4,647 (1.0) 2,080 2,567 
学級等 
公民館類似施設  18,459  790 (4.3)  306  484 
計 180,819  2,788 (1.5) 1,127 1,661 
教 育 委 員 会  42,598  1,377 (3.2)  451  926 
公  民  館 131,878  1,342 (1.0)  652  690 
諸集会 
公民館類似施設  6,343  69 (1.1)  24  45 
図  書  館   1,878  345 1,533 
博  物  館   191  76  115 
博物館類似施設   1,013  634  379 
青少年教育施設   332  112  220 
女 性 教 育 施 設   200  153  47 
連携協力
事業 


































































































 ａ 自己評価法 
   学習者が自らの学習について評価するもの。 
 ｂ 他者による評価法 
   学習プログラムの提供者や講師・助言者による評価、あるいは学習者が相互に行う
評価など。 
② 評価技法による分類 
 ａ 自己診断法 




 ｂ 知識テスト法 
   知識の習得度を調べるもので、○×法などがよく用いられる。 
 ｃ 応用能力テスト法 
   実例や応用問題などを用いて応用能力を調べるもので、論文法、○×法、実技法な
どがある。 
 ｄ 判断能力テスト法 
   これは知識テストと応用能力テストをあわせたもので、成人の場合に用いやすい。
具体的場面を想定し、そこでどのような判断をしたらよいかを述べるもの。 
 ｅ 態度テスト法 
   学習前と学習後の態度変容をみるために、学習の前後に同質の態度テストを行うも
の。ただし、態度変容があっても、それがその学習によるものかどうかの判定がむず
かしい。 
 ｆ 観察法 
   学習者の学習や実演を指導者や専門家が観察するもので、スポーツ、レクリエーシ
ョン、芸術、芸能、趣味、料理、和洋裁など、実技を伴うものに多く用いられる。 
 ｇ その他 
   話し合いなども一種の評価法として用いられる。感想を述べたり、関心や態度の変
化を述べたりする。 
③ 評価対象別の分類 
 ａ 学習過程での学習の評価 





 ｂ 学習の総括的評価 







 ａ 絶対的基準を定めて判定を行う場合 
   どの程度の成果があがれば学習目標を達成したとするかという基準をあらかじめ定
めておき、それにより判定を行うもの。絶対評価の一種といえる。たとえば、達成度
が80パーセント以上を合格とすることなどがそうである。 
 ｂ 平均との比較により判定を行う場合 
































  挟み込む資料：出席証明、修了証など。 
ｃ．職業・職務歴 
  職業経験を自由に記述。 
ｄ．取得学位・資格・能力認定等 
  学位、国家資格、公的資格、民間資格、検定合格、認定・認証等。 







  スポーツ、芸術・芸能等の大会、コンクール等への参加、出場等。受賞等も記録する。 
  挟み込む資料：大会、コンクール等への参加者名簿、出場者名簿など。 
ｇ．ボランティア活動、奉仕活動、地域活動等 
  ボランティア活動、奉仕活動、地域活動等。 
  挟み込む資料：ボランティア活動、奉仕活動、地域活動の記録など。 
ｈ．表彰等 
  ボランティア活動、奉仕活動等の表彰、感謝状、広報紙等への功労についての記載等。 

































































































































 第一章 教育の目的及び理念（第一条―第四条） 
 第二章 教育の実施に関する基本（第五条―第十五条） 
 第三章 教育行政（第十六条・第十七条） 














































































































































 第一章 総則（第一条―第九条）  
 第二章 社会教育主事及び社会教育主事補（第九条の二―第九条の六） 
 第三章 社会教育関係団体（第十条―第十四条） 
 第四章 社会教育委員（第十五条―第十九条）  
 第五章 公民館（第二十条―第四十二条）  
 第六章 学校施設の利用（第四十三条―第四十八条）  
 第七章 通信教育（第四十九条―第五十七条）  
 附則  
 






























 一 社会教育に必要な援助を行うこと。  
 二 社会教育委員の委嘱に関すること。  
 三 公民館の設置及び管理に関すること。  
 四 所管に属する図書館、博物館、青年の家その他の社会教育施設の設置及び管理に関
すること。  























十六 社会教育に関する情報の収集、整理及び提供に関すること。  
十七 視聴覚教育、体育及びレクリエーションに必要な設備、器材及び資料の提供に関す
ること。  
十八 情報の交換及び調査研究に関すること。  




 一 公民館及び図書館の設置及び管理に関し、必要な指導及び調査を行うこと。  
 二 社会教育を行う者の研修に必要な施設の設置及び運営、講習会の開催、資料の配布
等に関すること。  
 三 社会教育施設の設置及び運営に必要な物資の提供及びそのあつせんに関すること。  
 四 市町村の教育委員会との連絡に関すること。  












第九条 図書館及び博物館は、社会教育のための機関とする。  
２ 図書館及び博物館に関し必要な事項は、別に法律をもつて定める。 
 










３ 社会教育主事補は、社会教育主事の職務を助ける。  
（社会教育主事の資格）  























































  第四章 社会教育委員  
 
（社会教育委員の構成）  








一 社会教育に関する諸計画を立案すること。  
二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べる
こと。  









第十九条 削除  
 
132 







第二十一条 公民館は、市町村が設置する。  
２ 前項の場合を除くほか、公民館は、公民館の設置を目的とする一般社団法人又は一般
財団法人（以下この章において「法人」という。）でなければ設置することができない。  




一 定期講座を開設すること。  
二 討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。  
三 図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。  
四 体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。  
五 各種の団体、機関等の連絡を図ること。  
六 その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。  
（公民館の運営方針）  

















第二十五条及び第二十六条 削除  
（公民館の職員）  
第二十七条 公民館に館長を置き、主事その他必要な職員を置くことができる。  
２ 館長は、公民館の行う各種の事業の企画実施その他必要な事務を行い、所属職員を監
督する。  




第二十八条の二 第九条の六の規定は、公民館の職員の研修について準用する。  
（公民館運営審議会）  



























２ 前項の補助金の交付に関し必要な事項は、政令で定める。  











三 補助金交付の条件に違反したとき。  











































































































  ◎山本 恒夫  八洲学園大学長・筑波大学名誉教授      第１章１、第７章 
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